
1990年代に本格化した医薬分業の進展に伴

い、外来患者の調剤業務は病院薬剤師の手を

離れた。診療報酬の後押しもあって、病院薬

剤師は病棟に出て、入院患者に対する業務を

行う機会が次第に増えた。当初は、患者に対

するベッドサイドでの服薬指導が中心だった

が、必然的に病棟で医師や看護師との関わり

が増え、現場の患者の薬物療法適正化に、薬

剤師が深く関わるようになっていった。

最近では、まだ多くはないが、病棟に薬剤

師を「常駐」させる病院も増えつ

つある。さらに集中治療室や手術

室などにも進出しつつある。従来

の「病棟の医療チーム」に、薬剤師も加わり、

その専門性を発揮し始めている。

各診療科を横断的に担当する医療チームで

も、薬剤師は存在感を示している。院内感染

対策、栄養サポート、緩和ケアなど各種チー

ムの一員として病院全体の基準や対策を考

案。主治医の依頼を受けて病棟回診も行う。

業務の高度化を背景に、日本病院薬剤師会

や各学会が主体となって各領域で専門薬剤

師・認定薬剤師制度が制定されつつある。癌

化学療法、感染制御、精神科、妊婦・授乳婦、

HIV感染症などのほか、救命救急、腎臓病な

どの領域でも制度構築が進んでいる。

近年、病院薬剤師が聴診などフィジカルア

セスメントを行って、薬の有効性や安全性を

評価する取り組みが注目されている。2010年

４月には厚生労働省医政局長通知「医療スタ

ッフの協働・連携によるチーム医療の推進に

ついて」で、それらの取り組みが現行法下で

も薬剤師が担えることが示された。

このような個々の患者への業務をさらに推

進するには、十分な薬剤師数を確保すること

が必須。日本病院薬剤師会は、12年春の診療

報酬改定で病棟への「薬剤師の常駐」が評価

対象になるよう働きかけを強める考えだ。人

員増の追い風になることが期待される。
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三宅さんが目指したのは研究職。小池さん

も創薬へ興味を持ち薬学部へ進んだ。しかし

２人とも、学部時代に病院実習を経験、薬剤

師が多職種とチームを組み患者の治療に当た

る姿を目の当たりにして、次第に臨床への興

味が沸いた。大学院へ進み、臨床薬学を研究

した後、病院薬剤師になったという。

三宅さんは病院薬剤師の道を選んだ理由を

「実習中、患者さんの経過を毎日見ながら関

われることがとても印象深かった。これは病

院ならではの経験だと感じた」とし、日々、

患者に接する点を魅力に思っている。

入職３年目の三宅さんの朝は、製剤室での

抗癌剤ミキシングからスタート。昼から医薬

品庫で注射薬の払い出し、翌日の注射薬セッ

ト、医薬品の発注などを実施す

る。

２年目の小池さんは、午前中

は調剤、持参薬の鑑別がメイン

だが、朝早く出勤したり空いて

いる時間を見つけて電子カルテ

をチェック、患者情報を収集し、

午後はできるだけ病棟へ上がっ

て服薬指導などを行っていると

いう。なお、２人とも月１回は

夜勤をこなす。

同院では、入職１年目の秋頃

から病棟に行き始め、患者のベッ

ドサイドで服薬指導などを経験す

る。それぞれが担当病棟を持ち、

各病棟を順番に経験していく。小

池さんは「日々勉強だが、早い時

期からいろいろと経験できる環境

はありがたい」と話す。同院では

病棟常駐体制にないが、積極的に

病棟へ行くことは歓迎されてい

る。そこで薬剤師は、各自の業務

をこなしながら、時間をやり繰り

して病棟へ行っているという。

三宅さんは「薬物治療に関わる上で、患者

さんと直接話し、副作用の有無や薬の効果を

聞くなど、生きた情報に触れることができる

のが魅力」と指摘。「病棟業務は、まさに薬

剤師の腕の見せどころ」と語る。

病院薬剤師の難しさについて、三宅さんは

「とにかく日々勉強。医師と対等に話すには、

症例などを深く知る必要がある。薬に関して

どの職種より詳しくなければならない」とし、

勉強会への出席などは欠かせない。

今後の目標と後輩へのメッセージとして、

三宅さんは「多くの症例を勉強し、自分の専

門分野を見つけ、それを極めていきたい。病

院薬剤師は他職種と連携しながら、薬学的な

専門知識を生かせる場。とてもやりがいがあ

る。実習先の病院などで、積極的に先輩たち

に質問してはどうか」とエールを送る。

一方、「まだ専門分野はしぼり切れていな

い」と話す小池さんは「各病棟を経験し、そ

こで勉強したことを生かして治療設計に関わ

りたい」と展望する。また、「まだ病棟でバ

リバリ働ける薬剤師はそれほど多いわけでは

ない。やる気がある人にはどんどん出てきて

ほしい」と後輩にメッセージを送る。

役割広がり人数不足が課題に
病院薬剤師の業務は年々拡充し、その内容も高度化してきた。現在は病棟にも頻繁

に足を運び、より患者に近い位置で、医師や看護師と連携を図り、適正な薬物療法が

実施されるよう支援する役割が強まってきた。しかし、十分に役割を果たすには、欧

米と比べても薬剤師数は不足しており、マンパワー増強が課題となっている。
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東京厚生年金病院薬剤部に勤務する三宅久

美子さんと小池愛さんは、病院薬剤師として

それぞれ３年目と２年目を迎えた。現在は入

院患者の調剤、注射薬の無菌調製や医薬品の

発注業務、持参薬確認など忙しい日常業務の

合間に病棟業務に力を注ぐ。患者との関わり

合いにやりがいを感じる毎日だ。

病棟業務で職能発揮

病
院
薬
剤
師

東京厚生年金病院

三宅　久美子さん

小池　　　愛さん


	Button1: 


